西病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



平成　24年　8月  24日（金）　　　　　　　　　　　司会　白川　千春　　記録　小村　貴和

	高橋(則)
	相馬（亜）
	沼山
	工藤
	戸賀沢
	阿部
	高橋

(正)
	三浦（真）
	白川
	橘
	長濱

	深夜
	公休
	○
	準夜
	留守
	公休
	準夜
	公休
	○
	○
	公休

	根城
	山田

(益)
	三和
	石岡
	鷹場
	上平
	小村
	上野
	吉田
	
	

	公休
	準夜
	○
	○
	○
	深夜
	○
	公休
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・レストランに行く際に下のドアを強く開けるせいで、東病棟の温冷配膳車に、テンキ―のドアノブが当たり、破損しています。物も確認しましたが、ドアノブの位置と破損部分が同じです。一部の患者様と思いますが、レストラン誘導時はドアの開閉には十分注意して下さい。また、開閉はスタッフが行うようにして下さい。

・今後、副作用のチェックリストを使用していきます。

Ｄｒのケース検討、受け持ち患者の評価検討の日は、必ず評価して下さい。

また、症例検討会、増薬等の際も随時、評価しカンファ記録に残して下さい。

概要的な物は、マニュアルにあります。

すぐにやるものとして、
8/24は大橋様、蝦名様

8/27は田名部Ｄｒの患者様をできれば全員

8/28は増薬や減薬など変更の合った方

8/29は副作用の症状のある方を何名か評価して下さい。

・スタッフファイルとＤｒファイルを新しくしています。各自、ファイルの中を整頓して置いて下さい。
・睡眠チェック表の記入漏れがあるので、各自きちんと記載するようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・藤井　純子様～外出にて貴重品を持ってこられています。Ｂユニットのスチール棚に保管していますので、管理の徹底お願いします。

・大石　清志様～臨時薬が前回と同内容で7日分処方となっています。

・山本　伸子様～臨時薬が今日の夜より一部変更になっています。

　　　　　　　　　エビリファイ(6)　2Ｔ　2×朝夕　　　　　

　　　　　　　　　セロクエル(100)　3Ｔ　3×　　　　

　　　　　　　　　ジプレキサ(10)　　1Ｔ　1×夕　が追加となり、他は変わらず7日分処方となっています。

・石切　久様～左腕の痛み継続している為、アスモロール貼布1袋処方となっています。

・坂　貢様～膝の痛み継続している為、ナパゲルン軟膏2本処方してもらっています。

・久保　興介様～兄様に会う為、外泊希望聞かれており、8/24　12:00～8/25　16:00まで許可となっており、お母様迎えにて出掛けられています。

・神田　直樹様～外に慣れる為、8/25　10:00～17:00まで外出許可が下りています。

・磯島　貴広様～本日10:00に主治医・御家族様・御本人様と今後について面談を行っており、退院後の利用出来るサービスについて説明しています。

・成田　賀枝様～本日10:00　西Ａユニット48号室へ転入となっています。

・木村　ミワ様～本日10:30　西Ｂユニット25号室へ転入となっています。

・向井　敦子様～タバコに関しての妄想発言聞かれています。説明にも理解乏しい様子見られています。他者トラブルに注意して行きましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・後藤　昭雄様～朝方にドアをノックされたと眠そうな表情で話されていますが、日中居眠り無く日課を取り組む事出来ています。確認行為も引き続き見られていますが、過度となる事無く、穏やかに対応されています。引き続き、日中の活動状況の確認をしていきましょう。

・曽我　正子様～昨日39℃まで発熱していますが、今朝解熱されており、日課も取り組む事出来ています。ふらつきもあったようですので、不調の有無の確認と、歩行状態の観察をしていきましょう。

・大橋　照子様～夜間2時に就寝され今朝起きれずにいましたが、拒薬もなく、妄想に左右された発言も聞かれていません。引き続き、不調の有無の確認をしていきましょう。

・中居　松男様～不調の訴えありませんが、冴えない表情をされています。日課はゆっくりと取り組む事出来ており、他者交流もそれなりに撮る事出来ています。転棟したばかりなので、環境変化による精神症状を観察していきましょう。

・坂本　のり子様～特定患者様との目立った交流や、逸脱行為見られず過ごされています。

　　　　　　　　　引き続き、逸脱行為に注意し、他者トラブルにも気を付けていきましょう。

＜猪股Dr診察＞

・大橋　照子様～拒薬時の予測が9/1まで継続となっています。

＜副作用チェック＞

　本日、大橋照子様と蛯名豊美を様行っています。

＜転入患者様情報＞　

・成田　賀枝様（74歳）　担当：三浦Ns　山田cw

主病名：人格障害
主治医：田名部Dr

入院形態：任意入院　　

前回H22/7/13～8・9まで当院入院。退院後は自宅療養となり、当院へ2週に1度の通院、ホームヘルプの利用(ビリーブ・シルバー人材派遣:家事援助)を継続していた。
時折、不眠や食欲の低下、腰痛等の身体不調が増悪して、「箸も使えない」等と訴えることや、情動が不安定となって包丁を持ち出すことがあり、随時、生活に対する助言や薬物調整を行っていた。H23年11月より、高齢であった本人・夫を心配した次女が、本人宅に引っ越してきたことから、次女家族と同居。食事等は別々で行い、殆ど干渉しないものの、次女家族に対して気を遣うことが多くなり、ストレスが増大。上記により、情動が不安定となり、睡眠が悪化。また、抑うつ感・苛々感、食欲の低下等が認められ、身体不調を頻回に訴えるようになり、移動が困難となっていた。日常生活全般において夫の強力な援助を要していた。夫の介護負担が大きく、自宅対応が困難となっていた。
　徐々に食事も全量摂取し、予測指示のハルラック1錠21時希望で追加内服する事で良眠できている。イライラの表出はない。依存的態度あり、統一看護対応中。

　　備考：要介護度2

　　　　　旦那様も適応障害で当院通院中

　　　　　作業・活動は参加していない。

買い物カードあり

　　　　　家族洗濯

・木村　ミワ様（74歳）　担当：白川Ns　小村cw、上野cw

主病名：人格障害
主治医：田名部Dr

入院形態：任意入院　　

H23.8.3骨折し名川病院へ入院治療後、抑うつ感、不安感、意欲の低下等が出現する。

徐々に症状悪化し、農作業や家事を自発的に行わなくなっていた。
H24.7月中旬より症状悪化し希死念慮があり、自傷行為や畑の周囲を歩き回る、異食あり
家族の介入を要していた。H24.7.30当院受診し医療保護入院となる。拒否的な様子や人殺しをした等の発言多く聞かれている。又、悲観的な発言も多く服薬など拒否的な様子もあった。

薬剤調整行い、徐々に表情の明るさ見られ他者交流も適度に見られており、悲観的な発言はなく経過している。夜間の睡眠は摂れている。

備考：高齢の為、階段昇降に注意する。

彼岸には家族より外出・泊希望あり

退院後は単身生活で近くに住む娘様が定期的に様子を見に行く。

食事：常食

　　　　　旦那様面会時に、衣類等を家族面会時に決めるそうで、それまでは衣類は洗濯物はそのままでいいそうです。

また、本日より2名とも護送メンバーに入れています。
中止








